
編著：福祉試験対策工房 

厳選良問 
～ 「何となく」の想像が正解の近道！ ～ 

 

分野 医療・心理系分野 出典 介護福祉士試験(第 32 回-問題 95) 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 問題 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

問題 パーキンソン病（Parkinson disease)のＨさんは、最近、立位時の前傾姿勢が強く

なり、歩行時の方向転換が不安定になり始めた。日常生活動作には介助を必要とし

ない。 

Ｈさんのホーエン・ヤール重症度分類として、最も適切なものを１つ選びなさい。 
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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ポイント＆解答＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

資格別試験対策  

社会福祉士 精神保健福祉士 介護福祉士 介護支援専門員 保育士 

★★ ★★ ★★★ ★★ ★★ 

注)★★★…必ず学習!! ★★…できれば学習! ★…余裕があれば確認 ×…学習しなくて OK 

 

試験対策ポイント解説  

パーキンソン病の進行状況を示す「ホーエン・ヤール重症度分類」に関する問題は、介護

福祉士や介護支援専門員などの試験でたびたび出題されています。今回の問題の場合には、

「何となく」がとても重要になります。 

まずは、何となく「Ⅰ度」は軽度っぽい、「Ⅴ度」は重度っぽいと感じとれるか、そして、

何となく軽度は「日常生活に支障が少ない」、重度は「寝たきり」という感じで捉えること

ができるかがポイントです。そうすれば、「方向転換が不安定」「介助を必要としない」と

いった文言から「Ⅰ度」「Ⅳ度」「Ⅴ度」あたりは選択しないことができるので、正解率が

グッと上がると思います。参考までにホーエン・ヤール重症度分類を記載しておきます!!! 

 

=ホーエン・ヤール重症度分類= 

Ⅰ度：ふるえなどの症状が片側の手足 
Ⅱ度：ふるえなどの症状が両側にみられる 
Ⅲ度：姿勢反射障害がみられる 
Ⅳ度：日常生活に部分介助が必要になる 
Ⅴ度：車いすでの生活や寝たきり状態 

 

解答 3 

 


